
只見駅前通りウキウキわいわ
いフェスタは９月２日に行われ、
様々なイベントでにぎわいを見
せた。中でも観衆の目を引いた
のが「只見復興祈願みこし」。
力強く勇壮な担ぎ手の大きな掛
け声が会場にこだましていた。
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方
針
と
エ
リ
ア
設
定
の
内
容
も
承
認

エ
リ
ア
設
定
案
を
承
認

今
後
の
取
り
組
み
と
ま
ち
づ
く
り

只
見
町
長
に
方
針
と
設
定
案
を
提
示

ユネスコエコパーク検討委員会

2

第
4
回
只
見
町
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
検
討
委
員
会

エリア設定の専門部会案を承認
只見町長に方針と設定案を提示

第
４
回
只
見
町
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
検
討
委
員
会
が
８
月
20
日
に
朝

日
地
区
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
検
討

委
員
と
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
回
の
検
討
委
員
会
で
は
、
第
２

回
の
検
討
委
員
会
で
設
置
さ
れ
た
エ

リ
ア
設
定
の
た
め
の
専
門
部
会
で
協

議
検
討
さ
れ
、
案
と
し
て
示
さ
れ
た

エ
コ
パ
ー
ク
登
録
申
請
の
際
の
「
核

心
地
域
」「
緩
衝
地
域
」「
移
行
地
域
」

を
設
定
し
た
土
地
利
用
区
分
に
つ
い

て
の
エ
リ
ア
設
定
案
を
確
認
、
問
題

点
な
ど
を
協
議
、
整
理
し
た
う
え
で

全
委
員
の
合
意
が
な
さ
れ
、
エ
リ
ア

設
定
案
を
承
認
し
ま
し
た
。
な
お
、

設
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
は
４
か
ら
５
ペ

ー
ジ
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

同
時
に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

登
録
申
請
に
伴
う
方
針
と
エ
リ
ア
設

定
の
内
容
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

▼
方
　
針

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
は
、

核
心
地
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保

護
・
保
全
と
、
緩
衝
地
域
に
お
け
る

保
全
・
利
用
、
そ
し
て
移
行
地
域
に

お
け
る
持
続
可
能
な
地
域
の
社
会
的

経
済
的
発
展
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
特
徴
あ
る
自

然
環
境
・
資
源
を
背
景
に
築
き
上
げ

て
き
た
地
域
の
生
活
文
化
、
伝
統
を

如
何
に
将
来
に
継
承
発
展
し
て
い
く

か
も
重
要
な
目
標
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
住
民
の

合
意
形
成
と
主
体
的
参
加
が
前
提
で

あ
り
、
そ
の
活
動
は
地
域
住
民
の
総

意
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

▼
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

（
生
物
圏
保
存
地
域
）
設
定
案

①
対
象
地
域
を
只
見
町
全
域
お
よ
び

隣
接
す
る
檜
枝
岐
村
の
一
部
と
す

る
。

②
核
心
地
域
は
「
奥
会
津
森
林
生
態

系
保
護
地
域
の
保
存
地
区
（
重
複

す
る
越
後
三
山
只
見
国
定
公
園
の

「
特
別
保
護
地
区
」
と
「
特
別
地

域
」
の
一
部
を
含
む
）
」
と
す
る
。

③
緩
衝
地
域
Ａ
は
「
核
心
地
域
以
外

の
越
後
三
山
只
見
国
定
公
園
の
特

別
保
護
地
区
（
重
複
す
る
奥
会
津

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
「
保
全

利
用
地
区
」
を
一
部
含
む
）
」
と

す
る
。

④
緩
衝
地
域
Ｂ
は
「
緩
衝
地
域
Ａ
以

外
の
奥
会
津
森
林
生
態
系
保
護
地

域
の
保
全
利
用
地
区
」
、
「
核
心

地
域
、
緩
衝
地
域
Ａ
以
外
の
越
後

三
山
只
見
国
定
公
園
の
区
域
」
、

「
緑
の
回
廊
」
、
「
郷
土
の
森
」

と
す
る
。

⑤
移
行
地
域
は
「
核
心
地
域
、
緩
衝

地
域
Ａ
、
緩
衝
地
域
Ｂ
以
外
の
地

域
」
と
す
る
。

な
お
、こ
の
設
定
案
を
実
現
し
、

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、
次
の
２
項
目
の

実
施
を
強
く
求
め
る
。

⑥
只
見
町
は
、
核
心
地
域
を
緩
衝
地

域
に
よ
り
取
り
囲
む
必
要
が
あ
る

の
で
、
隣
接
の
「
町
有
林
」
、

「
財
産
区
有
林
」
を
緩
衝
地
域
Ｂ

に
す
る
。

⑦
只
見
町
は
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
、
関
連

の
事
業
を
計
画
し
、
そ
の
実
施
の

た
め
の
要
員
配
置
と
予
算
処
置
を

取
る
。

同
日
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

登
録
申
請
に
伴
う
方
針
と
エ
リ
ア
設

定
の
内
容
に
つ
い
て
、
樫
村
利
道
検

討
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
目
黒
町
長

に
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

樫
村
委
員
長
は
「
優
れ
た
取
り
組

み
。
只
見
町
は
自
然
と
と
も
に
ユ
ニ

ー
ク
に
発
展
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
町
民
の
力
で
発
展
し
て
い
く
。
町

民
の
視
点
で
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
述
べ
、目
黒
町
長
は
「
町

民
へ
も
説
明
を
し
、
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
只
見
町
ら
し
い
ロ
ー
カ

ル
的
な
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。
登

録
後
も
継
続
し
て
エ
コ
パ
ー
ク
事
業

を
展
開
し
、
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を

す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

今
後
の
進
め
方
と
し
て
は
、
住
民

説
明
会
を
行
い
、
町
民
の
方
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
協
議
を
重

ね
理
解
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
11
月
18
日
（
日
）
に
季
の
郷
湯

ら
里
で
、
エ
コ
パ
ー
ク
に
関
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
予
定
で
す
。
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録
に
伴

う
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
に
つ
い

て
、
検
討
委
員
会
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録

を
見
据
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
に
基
づ
き
、
関
連
事
業
や
様
々
な

施
策
を
実
行
し
て
い
く
計
画
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
只

見
町
の
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
し
た

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲エリア設定案を手にする
　目黒町長（右）と樫村検討委員長



只見町長に方針と設定案を提示

3

只見町は、ユネスコエコパ
ーク登録を目指し、事業を

推進していきます。

【問い合わせ】
総務企画課 企画班

☎0241－82－5220



三
島

町

○
只
見
町
役
場

只
見
湖

△
会
津
朝
日
岳

△
丸
山
岳

檜
枝

岐
村

昭
和

村

金
山

町

阿
賀

町

三
条

市

只
見

ユ
ネ

ス
コ

エ
コ

パ
ー

ク
土

地
利

用
区

分
設

定
案

只
見

町

南
会

津
町

△
浅
草
岳

△
蒲
生
岳

○
朝
日
地
区
セ
ン
タ
ー

○
明
和
地
区
セ
ン
タ
ー

設
定

範
囲

核
心

地
域

【
コ

ア
エ

リ
ア

】
緩

衝
地

域
Ａ

【
バ

ッ
フ

ァ
ー

ゾ
ー

ン
Ａ

】
緩

衝
地

域
Ｂ

【
バ

ッ
フ

ァ
ー

ゾ
ー

ン
Ｂ

】
移

行
地

域
【

ト
ラ

ン
ジ

シ
ョ

ン
エ

リ
ア

】

区
域

割
り

只
見

町
全

域

※
隣

接
す

る
檜

枝
岐

村
の

一
部

奥
会

津
森

林
生

態
系

保
護

地
域

の
「

保
存

地
区

」

※
重

複
す

る
越

後
三

山
只

見
国

定
公

園
の

「
特

別
保

護
地

区
」

と
「

特
別

地
域

」
の

一
部

を
含

む

核
心

地
域

以
外

の
越

後
三

山
只

見
国

定
公

園
の

「
特

別
保

護
地

区
」

※
重

複
す

る
森

林
生

態
系

保
護

地
域

の
「

保
全

利
用

地
区

」
の

一
部

を
含

む

緩
衝

地
域

Ａ
以

外
の

森
林

生
態

系
保

護
地

域
の

「
保

全
利

用
地

区
」

／
核

心
地

域
、

緩
衝

地
域

Ａ
以

外
の

越
後

三
山

只
見

国
定

公
園

の
区

域
／

緑
の

回
廊

／
郷

土
の

森
／

核
心

地
域

に
隣

接
す

る
「

町
有

林
」「

財
産

区
有

林
」

核
心

地
域

、
緩

衝
地

域
Ａ

・
Ｂ

以
外

の
地

域

利
用

形
態

―
原

則
立

ち
入

り
禁

止
原

則
と

し
て

、
調

査
研

究
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
み

が
可

能

調
査

研
究

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

可
能

／
地

元
住

民
に

よ
る

伝
統

的
な

山
菜

キ
ノ

コ
類

の
採

取
慣

行
は

可
能

／
生

態
系

の
価

値
を

損
ね

な
い

形
で

の
活

動
は

可
能

自
然

環
境

保
全

に
対

し
て

は
、

努
力

目
標

で
あ

っ
て

、
制

度
的

拘
束

力
は

な
い

根
 拠

 法
制

　
  度

―
○

林
野

庁
の

保
護

林
制

度
○

自
然

公
園

法
（

国
定

公
園

）
○

林
野

庁
の

保
護

林
制

度
○

自
然

公
園

法
（

国
定

公
園

）

○
林

野
庁

の
保

護
林

制
度

○
自

然
公

園
法

　（
国

定
公

園
、

都
道

府
県

立
自

然
公

園
）

○
一

部
地

域
で

自
然

公
園

法
（

都
道

府
県

立
自

然
公

園
）

に
よ

る
規

制
が

あ
る

●
上

記
の

区
域

割
り

は
、

新
た

な
法

制
度

は
必

要
な

く
、

既
存

の
法

制
度

に
よ

り
管

理
・

運
営

が
行

わ
れ

ま
す

。

土
地
利
用
区
分
に
か
か
る
エ
リ
ア
設
定
案

基
本
的
な
考
え
方

●
エ

リ
ア

設
定

対
象

地
の

住
民

に
対

し
、

新
た

に
強

制
的

な
規

制
を

設
け

ま
せ

ん
。

●
エ

リ
ア

設
定

対
象

地
域

が
対

象
と

な
る

法
令

、
規

則
に

抵
触

し
な

い
形

で
の

設
定

を
目

指
し

ま
す

。
●

設
定

案
は

エ
リ

ア
設

定
対

象
地

に
お

け
る

住
民

、
利

害
関

係
者

の
合

意
形

成
が

図
れ

る
内

容
と

し
ま

す
。

只
見

ユ
ネ

ス
コ

エ
コ

パ
ー

ク
は

、
林

野
庁

関
東

森
林

管
理

局
が

設
定

し
た「

奥
会

津
森

林
生

態
系

保
護

地
域

」の「
保

存
地

区
」「

保
全

利
用

地
区

」
を

「
核

心
地

域
」

及
び

「
緩

衝
地

域
」

と
し

て
設

定
管

理
し

、
そ

の
他

の
地

域
を

「
移

行
地

域
」

と
し

て
設

定
し

ま
す

。
た

だ
し

、
ユ

ネ
ス

コ
エ

コ
パ

ー
ク

の
設

定
基

準
で

は
、

緩
衝

地
域

は
保

全
・

利
用

と
い

っ
た

幅
広

い
目

的
を

持
っ

て
、

設
定

さ
れ

て
い

る
の

に
対

し
、

只
見

町
が

設
定

す
る

緩
衝

地
域

は
自

然
環

境
の

保
護

・
保

全
制

度
が

重
複

指
定

さ
れ

て
い

る
な

ど
、

エ
リ

ア
設

定
地

域
を

一
つ

の
カ

テ
ゴ

リ
ー

で
包

括
す

る
こ

と
は

困
難

で
す

。
そ

こ
で

、
緩

衝
地

域
を

、
核

心
地

域
に

準
ず

る
自

然
環

境
の

保
護

を
第

一
に

管
理

す
る

「
緩

衝
地

域
Ａ

」
と

、
自

然
環

境
の

保
全

と
共

に
、

持
続

可
能

な
形

で
利

活
用

に
重

点
を

置
く

「
緩

衝
地

域
Ｂ

」
と

に
区

分
し

設
定

し
ま

す
。

只
　

見
　

川

伊
　

南
　

川

田
子

倉
湖

黒

谷

川
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見
国

定
公

園
の

「
特

別
保

護
地

区
」

と
「

特
別

地
域

」
の

一
部

を
含

む

核
心

地
域

以
外

の
越

後
三

山
只

見
国

定
公

園
の

「
特

別
保

護
地

区
」

※
重

複
す

る
森

林
生

態
系

保
護

地
域

の
「

保
全

利
用

地
区

」
の

一
部

を
含

む

緩
衝

地
域

Ａ
以

外
の

森
林

生
態

系
保

護
地

域
の

「
保

全
利

用
地

区
」

／
核

心
地

域
、

緩
衝

地
域

Ａ
以

外
の

越
後

三
山

只
見

国
定

公
園

の
区

域
／

緑
の

回
廊

／
郷

土
の

森
／

核
心

地
域

に
隣

接
す

る
「

町
有

林
」「

財
産

区
有

林
」

核
心

地
域

、
緩

衝
地

域
Ａ

・
Ｂ

以
外

の
地

域

利
用

形
態

―
原

則
立

ち
入

り
禁

止
原

則
と

し
て

、
調

査
研

究
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
み

が
可

能

調
査

研
究

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

可
能

／
地

元
住

民
に

よ
る

伝
統

的
な

山
菜

キ
ノ

コ
類

の
採

取
慣

行
は

可
能

／
生

態
系

の
価

値
を

損
ね

な
い

形
で

の
活

動
は

可
能

自
然

環
境

保
全

に
対

し
て

は
、

努
力

目
標

で
あ

っ
て

、
制

度
的

拘
束

力
は

な
い

根
 拠

 法
制

　
  度

―
○

林
野

庁
の

保
護

林
制

度
○

自
然

公
園

法
（

国
定

公
園

）
○

林
野

庁
の

保
護

林
制

度
○

自
然

公
園

法
（

国
定

公
園

）

○
林

野
庁

の
保

護
林

制
度

○
自

然
公

園
法

　（
国

定
公

園
、

都
道

府
県

立
自

然
公

園
）

○
一

部
地

域
で

自
然

公
園

法
（

都
道

府
県

立
自

然
公

園
）

に
よ

る
規

制
が

あ
る

●
上

記
の

区
域

割
り

は
、

新
た

な
法

制
度

は
必

要
な

く
、

既
存

の
法

制
度

に
よ

り
管

理
・

運
営

が
行

わ
れ

ま
す

。

土
地
利
用
区
分
に
か
か
る
エ
リ
ア
設
定
案

基
本
的
な
考
え
方

●
エ

リ
ア

設
定

対
象

地
の

住
民

に
対

し
、

新
た

に
強

制
的

な
規

制
を

設
け

ま
せ

ん
。

●
エ

リ
ア

設
定

対
象

地
域

が
対

象
と

な
る

法
令

、
規

則
に

抵
触

し
な

い
形

で
の

設
定

を
目

指
し

ま
す

。
●

設
定

案
は

エ
リ

ア
設

定
対

象
地

に
お

け
る

住
民

、
利

害
関

係
者

の
合

意
形

成
が

図
れ

る
内

容
と

し
ま

す
。

只
見

ユ
ネ

ス
コ

エ
コ

パ
ー

ク
は

、
林

野
庁

関
東

森
林

管
理

局
が

設
定

し
た「

奥
会

津
森

林
生

態
系

保
護

地
域

」の「
保

存
地

区
」「

保
全

利
用

地
区

」
を

「
核

心
地

域
」

及
び

「
緩

衝
地

域
」

と
し

て
設

定
管

理
し

、
そ

の
他

の
地

域
を

「
移

行
地

域
」

と
し

て
設

定
し

ま
す

。
た

だ
し

、
ユ

ネ
ス

コ
エ

コ
パ

ー
ク

の
設

定
基

準
で

は
、

緩
衝

地
域

は
保

全
・

利
用

と
い

っ
た

幅
広

い
目

的
を

持
っ

て
、

設
定

さ
れ

て
い

る
の

に
対

し
、

只
見

町
が

設
定

す
る

緩
衝

地
域

は
自

然
環

境
の

保
護

・
保

全
制

度
が

重
複

指
定

さ
れ

て
い

る
な

ど
、

エ
リ

ア
設

定
地

域
を

一
つ

の
カ

テ
ゴ

リ
ー

で
包

括
す

る
こ

と
は

困
難

で
す

。
そ

こ
で

、
緩

衝
地

域
を

、
核

心
地

域
に

準
ず

る
自

然
環

境
の

保
護

を
第

一
に

管
理

す
る

「
緩

衝
地

域
Ａ

」
と

、
自

然
環

境
の

保
全

と
共

に
、

持
続

可
能

な
形

で
利

活
用

に
重

点
を

置
く

「
緩

衝
地

域
Ｂ

」
と

に
区

分
し

設
定

し
ま

す
。

只
　

見
　

川

伊
　

南
　

川

田
子

倉
湖

黒

谷

川

5
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●
米
の
全
袋
検
査
の
実
施

福
島
県
内
全
域
で
、
県
の
指
導
の

も
と
、
県
内
で
生
産
さ
れ
た
す
べ
て

の
米
を
漏
れ
な
く
放
射
性
物
質
検
査

し
、
安
全
安
心
を
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

只
見
町
は
空
間
線
量
も
低
く
、
土

壌
や
水
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
量
も
低

い
の
で
す
が
、
肝
心
の
米
の
検
査
を

し
な
け
れ
ば
「
只
見
の
米
は
安
全
」

と
、
き
ち
ん
と
証
明
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
只
見
町
で
も

検
査
機
械
を
導
入
し
、
検
査
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

検
査
は
今
月
下
旬
以
降
か
ら
開
始

と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
大
規
模
な
事
業
で
あ
り
、

短
期
間
で
集
中
的
に
検
査
を
こ
な
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
作
業
に
よ
り
米
の

集
荷
に
若
干
の
遅
れ
が
出
る
な
ど
、

農
家
の
皆
様
に
は
少
な
か
ら
ず
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
風
評
被
害
を
払
拭

す
る
た
め
に
は
、
福
島
県
内
全
て
の

米
を
検
査
し
、
全
国
の
消
費
者
に
安

全
・
安
心
を
数
値
で
示
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

本
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

 

●
検
査
の
対
象
と
な
る
米

米
袋
に
入
っ
て
30
キ
ロ
に
な
っ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
全
て
放
射
性
物

質
検
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
Ｊ
Ａ
や
米
屋
商
店

に
納
入
し
て
い
る
米
に
限
ら
ず
、
個

人
販
売
を
さ
れ
て
い
る
米
、
自
宅
で

食
べ
る
た
め
の
米
、
親
戚
な
ど
に
配

る
た
め
の
米
、
ク
ズ
米
、
飼
料
用
米
、

酒
米
な
ど
、
販
売
用
の
米
か
自
家
保

有
米
か
を
問
わ
ず
、
検
査
対
象
と
な

り
ま
す
。（
た
だ
し
「
モ
ミ
」
は
検

査
対
象
外
で
す
）

 

●
検
査
の
実
施
場
所

只
見
町
の
検
査
場
は
、
福
井
に
あ

る
朝
日
建
設
㈱
の
ブ
ス
シ
イ
タ
ケ
栽

培
工
場
を
お
借
り
し
て
、
検
査
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

●
検
査
に
使
用
す
る
機
械

富
士
電
機
㈱
製
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
式
検
査
機
械
を
使
用
し
ま
す
。

検
査
速
度
は
１
分
間
に
４
～
６
袋

で
す
。

 

●
検
査
に
か
か
る
費
用

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
検
査
（
受
付
か

ら
検
査
結
果
シ
ー
ル
貼
付
ま
で
）
自

体
は
無
料
で
す
。

Ｊ
Ａ
に
出
荷
ま
た
は
等
級
検
査
に

出
し
て
い
る
方
や
米
屋
商
店
に
納
品

さ
れ
て
い
る
方
で
、
そ
の
分
の
集
荷

を
依
頼
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
分
の
運

賃
が
か
か
り
ま
す
。

 

●
米
袋
の
運
搬
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
や
米
屋
商
店
に
納
入
す
る
分

の
米
に
つ
い
て
は
、
例
年
ど
お
り
集

荷
委
託
ま
た
は
倉
庫
へ
自
己
搬
入
と

な
り
ま
す
。

個
人
販
売
さ
れ
て
い
る
米
に
つ
い

て
は
、検
査
予
約
を
し
て
い
た
だ
き
、

自
己
搬
入
さ
れ
る
か
集
荷
業
者
を
手

配
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
利
用

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。な
お
、

集
荷
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
が
若
干
お
待
ち
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
家
保
有
米
の
中
で
、
急

ぎ
の
も
の
に
つ
い
て
は
検
査
予
約
を

い
た
だ
い
た
う
え
で
、
自
己
搬
入
に

よ
り
検
査
が
で
き
ま
す
が
、
検
査
全

体
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、
各
農
家

一
戸
あ
た
り
の
袋
数
の
上
限
を
決
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
急

ぎ
で
な
い
も
の
は
集
荷
業
者
を
手
配

い
た
し
ま
す
が
、
お
お
む
ね
11
月
以

降
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

な
お
、
集
荷
に
つ
き
ま
し
て
は
、

集
荷
の
日
に
米
を
玄
関
な
ど
集
荷
作

業
の
し
や
す
い
場
所
へ
出
し
て
お
か

れ
る
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課
農
林
班

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
２
３
０

福
島
県
産
米
の
全
袋
検
査
が
只
見
町
で
も
行
わ
れ
ま
す

▲コンバインによる刈り取り作業
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全袋検査の流れ
全袋検査は次のようにして行われます。

各農家で通常通り袋詰めをお願いいたします。
※検査場では注意して取り扱いますが、破袋防止のため、

できるだけ新しい厚手の袋を使用してください。

検査場へ米袋を運び、受付します。

検査機械に通し、
米袋の中に含まれる放射性セシウムの量を測定します。

郵送により配布される「生産者識別バーコードシール」を、米袋の中央
に、横向きに貼り付けていただきます。※貼る際は向きにご注意ください。

50ベクレル以下

JA
米屋商店
納入米

倉庫へ搬送

個人販売米
自家保有米

生産者へお返し

50
ベ
ク
レ
ル
以
下

検査合格 検査場で再検査

50ベクレルを
超え続ける米

県の精密検査
県の検査が終わる
までお預かりさせ
ていただくことに

なります。

50ベクレルを超えた

○全袋検査の詳しい内容については、産業振興課農林班にお問い合わせください。
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平
成
２４
年
度 

只
見
町
成
人
式

成人おめでとうございます

平
成
24
年
度
只
見
町
成
人
式
が
８

月
15
日
に
季
の
郷
湯
ら
里
で
行
わ

れ
、
成
人
者
56
名
の
う
ち
51
名
が
出

席
、
新
た
な
思
い
を
胸
に
新
成
人
と

し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。集

ま
っ
た
新
成
人
は
、
久
し
ぶ
り

に
会
っ
た
友
人
や
仲
間
と
笑
顔
で
触

れ
合
い
、
貴
重
な
時
間
を
写
真
に
収

め
て
い
ま
し
た
。

成
人
式
で
は
、
目
黒
町
長
が
「
未

来
へ
の
夢
や
情
熱
を
常
に
持
ち
活
動

し
て
く
だ
さ
い
。
努
力
を
重
ね
力
強

く
人
生
を
切
り
開
い
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
只
見
の
先
駆
者
と

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
続
い
て
成
人
証
書
授
与
が
行

わ
れ
、
目
黒
町
長
か
ら
新
成
人
一
人

一
人
に
成
人
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。来

賓
に
よ
る
祝
辞
で
は
、
齋
藤
邦

夫
町
議
会
議
長
が
「
自
ら
を
磨
き
、

鍛
え
る
こ
と
を
人
生
の
糧
に
、
輝
け

る
未
来
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
述

べ
、
吉
津
五
郎
町
選
挙
管
理
委
員
長

は
「
若
者
ら
し
い
正
義
感
を
持
ち
選

挙
を
し
て
く
だ
さ
い
。
立
派
な
社
会

人
と
し
て
ご
活
躍
く
だ
さ
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、

町
観
光
協
会
に
勤
務
す
る
三
瓶
真
人

さ
ん
が
「
辛
い
こ
と
、
楽
し
い
こ
と

を
た
く
さ
ん
経
験
し
、
失
敗
を
恐
れ

ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
、
朝
日
診
療
所
歯

科
医
師
の
齋
藤
さ
ゆ
り
さ
ん
は
「
皆

さ
ん
の
や
さ
し
さ
と
豊
か
な
感
性
で

人
を
喜
ば
せ
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。ご
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
期
待
を
込
め
話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
家
族
か
ら
贈
ら
れ
た
成

人
を
祝
う
手
紙
が
手
渡
さ
れ
る
と
新

成
人
の
皆
さ
ん
は
、
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
目
を
と
お
し
、
目
頭
を
お
さ
え

る
な
ど
、
改
め
て
家
族
の
絆
や
家
族

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
実
感
し
て
い

る
様
子
で
し
た
。

最
後
に
鈴
木
優
太
さ
ん
（
只
見
）

が
新
成
人
を
代
表
し
て
「
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
精
一
杯
努
力
し
生
き
て
い

き
た
い
。
只
見
と
い
う
ふ
る
さ
と
は

疲
れ
た
と
き
落
ち
着
い
て
考
え
ら
れ

る
場
所
。
か
け
が
え
の
な
い
只
見
で

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式
の
前
や
終
了
後
に
は
、
会
場
内

や
玄
関
前
に
た
く
さ
ん
の
新
成
人
が

集
い
、笑
顔
で
思
い
出
話
を
し
た
り
、

写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
、
懐
か
し
そ

う
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

新
成
人
に
手
渡
さ
れ
た
成
人
証
書

は
証
書
の
隣
り
に
成
人
式
当
日
に
撮

影
さ
れ
た
記
念
写
真
が
貼
り
付
け
ら

れ
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、

写
真
を
受
け
取
っ
た
新
成
人
は
、
丁

寧
に
貼
り
付
け
、
大
切
な
思
い
出
を

手
に
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。朝日診療所歯科医師

齋藤　さゆりさん

只見町観光まちづくり協会
三瓶　真人さん

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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精一杯努力し生きていく･･･ 
誓い新たに輝く未来へ

Interview

　今は日立製作所の野球部に所
属、練習に励んでいます。背番号
は13でピッチャーです。目標は
責任を果たせる一人前の大人にな
ることです。

　専門学校を卒業し７月から町内
で働いています。只見は自然豊か
で町の人も温かく好きです。将来
は只見で結婚して、子どもを産ん
で育てたいです。

　製菓の専門学校で学んでいま
す。目標はパティシエになるこ
と。将来は自分の店を持ちたいで
す。只見は自然が豊かで心が落ち
着きます。

渡
わたなべ

部　将
しょうた

太さん（只見）星
ほし

　真
ま ゆ

優さん（荒島）小
こばやし

林　さつきさん（布沢）

▲成人証書を受け取る新成人

▲家族からのメッセージに目をとおす新成人

▲謝辞を述べる鈴木優太さん

▲メッセージを述べる先輩に注目
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NEWS&FLASH ニュース&フラッシュ

国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
地

点
開
発
促
進
期
成
同
盟
会
（
会

長
・
國
定
勇
人
三
条
市
長
）
の

主
催
に
よ
り
、
７
月
26
日
に
国

道
２
８
９
号
八
十
里
越
の
県
境

で
「
子
ど
も
交
流
イ
ベ
ン
ト
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
は
、
只
見

町
内
の
只
見
小
学
校
と
朝
日
小

学
校
の
児
童
15
名
と
、
新
潟
県

三
条
市
立
森
町
小
学
校
の
児
童

で
、
國
定
三
条
市
長
及
び
目
黒

町
長
が
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、

森
町
小
学
校
の
石
澤
菜
々
子
さ

ん
（
６
年
）
が
「
三
条
市
は
た

く
さ
ん
い
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
只
見
町
の
い
い
と
こ
ろ
も

探
し
た
い
で
す
。
福
島
県
が
近

く
な
る
の
で
、
み
ん
な
と
仲
良

く
な
れ
る
よ
う
交
流
し
た
い
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
次
に
只

見
小
学
校
の
新
國
潤
平
く
ん

（
６
年
）
が
「
こ
の
道
路
が
で

き
る
こ
と
で
新
潟
県
が
近
く
な

り
便
利
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
只
見
町
と
三
条
市
の
交

流
が
さ
ら
に
深
ま
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

続
い
て
、
目
黒
町
長
や
國
定

三
条
市
長
と
参
加
し
た
小
学
生

全
員
が
並
ん
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
、
只
見
町
と
三
条
市

の
交
流
が
活
発
に
な
る
こ
と
を

願
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
生

に
は
「
八
十
里
越
道
路
県
境
初

越
え
証
明
書
」
が
手
渡
さ
れ
、

福
島
県
側
か
ら
第
７
号
橋
梁

（
仮
橋
）
を
新
潟
県
側
に
わ
た

り
、
県
境
の
初
越
え
を
体
験
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
只
見
町
の

小
学
生
は
森
町
小
学
校
を
訪

れ
、
学
校
自
慢
大
会
な
ど
で
盛

り
上
が
り
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

子
ど
も
交
流
イ
ベ
ン
ト

国
道
２
８
９
号
八
十
里
・
県
境
初
越
え
記
念

▲交流を深めた只見町と三条市の小学生

Ｒ
２
８
９
フ
ル
コ
ー
ス
踏
破
実
行

委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
８
月
４
日

か
ら
５
日
の
二
日
間
、
新
潟
県
か
ら

福
島
県
い
わ
き
市
ま
で
の
国
道
２
８

９
号
（
総
延
長
３
２
５
㎞
）
を
自
転

車
と
一
部
徒
歩
で
フ
ル
コ
ー
ス
踏
破

す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
只
見
高
等
学
校
の

１
年
か
ら
２
年
の
生
徒
26
名
で
４
名

程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
約
10

㎞
を
自
転
車
で
走
り
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
ま
し
た
。

一
昨
年
に
初
め
て
行
わ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
で
す
が
、
昨
年
は
豪
雨
災
害
の

た
め
中
止
、
今
年
は
国
道
２
８
９
号

の
早
期
全
線
開
通
と
只
見
町
の
復

興
、
新
潟
県
と
福
島
県
の
地
域
交
流

が
進
展
す
る
こ
と
な
ど
の
願
い
を
込

め
、
再
び
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
日
目

は
新
潟
県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
、
道
路

工
事
中
の
八
十
里
越
県
境
付
近
は
自

転
車
を
押
し
徒
歩
で
福
島
県
側
に
入

り
、
目
黒
町
長
は
じ
め
町
民
の
方
が

拍
手
で
出
迎
え
ま
し
た
。
只
見
高
校

生
代
表
で
馬
場
瞭
さ
ん
（
２
年
）
が

「
坂
道
が
多
く
と
て
も
疲
れ
ま
し
た

が
、
二
日
目
も
頑
張
り
ま
す
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
只
見
町
が
注
目
さ

れ
活
性
化
し
て
ほ
し
い
。
早
く
復
興

し
町
が
元
気
に
な
る
こ
と
を
願
い
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
頑
張
り

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
残
り
の
コ

ー
ス
を
自
転
車
で
走
り
、
只
見
町
役

場
に
夕
方
、
無
事
到
着
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
只
見
町
役
場
を
ス
タ
ー

ト
、
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
沿
道
か

ら
は
町
民
の
方
が
声
援
を
送
り
生
徒

を
元
気
づ
け
て
い
ま
し
た
。
新
潟
、

福
島
両
県
の
至
る
所
で
地
域
の
方
の

歓
迎
を
受
け
、
26
名
の
生
徒
は
全
員

で
力
を
合
わ
せ
、予
定
ど
お
り
夕
方
、

い
わ
き
市
の
勿
来
の
関
公
園
に
ゴ
ー

ル
。
高
校
生
と
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

は
全
コ
ー
ス
を
走
り
き
っ
た
満
足
感

と
感
動
を
分
か
ち
合
い
、
真
夏
の
挑

戦
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

▲元気に県境に到着した只見高校生（4日）

▲百歳の酒井トメさん（右）

国
道
２
８
９
号
フ
ル
コ
ー
ス
踏
破

真
夏
の
挑
戦
ふ
た
た
び･･･

８
月
４
日
に
酒
井
ト
メ
さ
ん

が
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
同
日
に
知
事
賀
寿
贈
呈
式

が
自
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
近
内
保
二
南
会
津

保
健
福
祉
事
務
所
長
か
ら
知
事

賀
寿
と
長
寿
を
記
念
し
て
の
木

杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。続
い
て
、

只
見
町
、
町
議
会
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
、
只
見
第
三
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
か
ら
、
お
祝
い
の
記
念
品

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

お
孫
さ
ん
の
酒
井
見
菜
子
さ
ん

か
ら
は
、
お
祝
い
の
花
束
も
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
ト
メ
さ
ん
の

長
生
き
の
秘
訣
は
、
好
き
嫌
い

な
く
な
ん
で
も
よ
く
食
べ
る
こ

と
。
と
の
こ
と
で
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

酒
井
ト
メ
さ
ん（
只
見
）

が
満
百
歳

百
歳
賀
寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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８
月
１
日
、
植
物
学
者
の
河
野
昭

一
た
だ
み
・
ブ
ナ
と
川
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
名
誉
館
長
（
京
都
大
学
名
誉
教

授
）
を
迎
え
、
叶
津
地
区
・
木
ノ
根

沢
の
ブ
ナ
の
天
然
林
を
歩
く
自
然
観

察
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
も
良
く
、
福
島
県
内

外
か
ら
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
観

察
地
と
な
っ
た
叶
津
川
上
流
に
あ
る

木
ノ
根
沢
の
ブ
ナ
の
天
然
林
は
、
普

段
、
一
般
の
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ

て
お
り
、
只
見
町
の
中
で
も
自
然
度

の
高
い
貴
重
な
ブ
ナ
林
で
す
。

河
野
氏
は
「
こ
の
木
ノ
根
沢
の
ブ

ナ
林
は
、
樹
齢
が
高
く
梢
端
が
枯
れ

始
め
て
い
る
老
木
か
ら
若
木
ま
で
、

様
々
な
樹
齢
の
ブ
ナ

が
生
育
し
、
森
が
変

化
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
実
感
で
き
る

と
こ
ろ
が
特
徴
で

す
」
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

昨
年
は
、
ブ
ナ
の

実
の
成
り
年
（
豊
作

年
）
で
、
林
床
に
は

た
く
さ
ん
の
ブ
ナ
の

実
生
が
発
生
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
実
生

た
ち
が
、
い
ま
朽
ち

果
て
て
行
く
ブ
ナ
の

老
木
に
変
わ
り
、
こ

の
森
の
次
世
代
を

担
っ
て
い
く
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
観
察

会
は
、
森
の
雰
囲
気

と
河
野
氏
の
柔
ら
か
な
語
り
口
と
穏

や
か
な
人
柄
で
、
参
加
者
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
な
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

河
野
氏
は
最
後
に
「
こ
の
ブ
ナ
の

森
は
只
見
町
の
財
産
で
あ
り
、
後
世

ま
で
き
ち
ん
と
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
が
大
事
。
今
を
生
き
る
私
た
ち
に

は
そ
の
責
任
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
普
段
入
れ
な

い
ブ
ナ
林
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
。
今
度
は
ま
た
違
っ
た
季
節

の
ブ
ナ
の
森
も
見
て
み
た
い
」
と
の

声
が
聞
か
れ
、
子
ど
も
も
大
人
も
雄

大
な
天
然
の
ブ
ナ
林
に
つ
つ
ま
れ
感

動
し
た
観
察
会
と
な
り
ま
し
た
。

NEWS&FLASH

ただみ・ブナと川のミュージアム
　　　　　名誉館長「河野昭一」氏と

ブナの天然林を歩く･･･

８月１７日から２２日に、コラッセふくしま（福島市）
で「ユネスコエコパークの登録を目指す自然首都・只
見」展が開かれました。
この企画展は、只見の自然と暮らしを町外の方にも
知ってもらうことを目的に行われ、只見の四季の自然
とそこに生きる動植物たちや、その自然から私たちが
受け取っている生物資源（山菜、キノコなど）と伝統
工芸（ツル細工など）について、パネルや書籍、現物
展示により分かりやすく紹介されました。また、ブナ

センター主任指導員の渡部和子さん（楢戸）が「只見
の自然と暮らし」をテーマに講演会を同会場で行いま
した。
来場者からは「只見の自然の姿、食の文化、山暮ら

しの文化が分かった。話を聞けてよかった」との感想
が聞かれました。訪れた方には原発避難者も多く見ら
れ、只見町の豊かな自然を写したパネルを見て「福島
県は原発の影響で多くの自然が失われた。その中で、
これだけ豊かな自然が残っている只見町には、ぜひこ
の自然を大切にして頑張ってほしい」と涙ぐまれる方
もいました。また、只見町に行きたいが、交通の便が
悪く行けないという意見も聞かれました。
このように町外の方と直接話すことで、改めて只見

町の自然や暮らしの豊かさを実感し、さらに町をPR
する際の課題も確認できた有意義な企画展となりまし
た。

福島市で「自然首都・只見」展開く

只見の自然と暮らしを分かりやすく紹介した展示会場

▲河野昭一氏を囲んでの記念撮影（木ノ根沢ブナ天然林）

自然観察会
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昔　
の盆踊り懐かしく、笑顔あふれる踊りの輪

お　
盆の夜を楽しく、にぎやかに･･･

福祉の里盆踊り大会

明和地区盆踊り仮装大会

８月２１日に長浜の福祉の里で盆踊り大会が行われました。
こぶし苑、あさひヶ丘、只見ホームに入所している人たち
やそのご家族、町内の各種団体や、各施設の職員、町民の
方が参加して、踊りの輪をつくり旧盆踊りや会津磐梯山を
楽しく踊りました。お囃子は朝日地区老人クラブの皆さん
と只見地区センターなんでもチャレンジ隊（只見小学生）
の皆さんが担当され、踊りには仮装行列も加わり盛り上が
りました。入所者の皆さんもご家族や町民の方々とお話を
しながら、心待ちにしていた盆踊りを満喫しました。今年
は豪雨災害からの復興を願った花火も打ち上げられ、夜空
を彩りました。

明和青年団（佐藤雅幸団長）の主催で、８月１５日の夜、
明和地区センター駐車場において恒例の明和地区盆踊り仮
装大会が行われ、多くの町民と帰省された方が、やぐらの
周りに集いました。仮装大会には１団体「フラガール」が
参加、盆踊りを盛り上げました。この日はみんなで花火を
楽しんだり、おもちゃや金魚すくいなどの露店にも多くの
人が集まり、にぎやかに夏の夜を過ごしました。

▲お囃子にあわせ、にぎやかに踊る参加者

▲大勢の人々でにぎわった盆踊り仮装大会

夏の夜に歓声ひびく

盛大に盆踊り大会
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皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。
総務企画課　☎82−５２１０　Fax 82−2117

明和地区センター主催で８月１６日、明和地区恒例の
お盆帰省者歓迎野球大会が盛大に行われました。明和
全集落から７チームが参加、明和小と只見中のグラウ
ンドを会場に熱戦に継ぐ熱戦が繰り広げられました。
優勝は大倉チームで準優勝は小林チームでした。昨年
は豪雨災害で中止となりましたが、今年は夏空のもと、
レベルの高いパワーあふれるプレーと応援の声で盛り
上がりを見せた大会となりました。

第６回市町村対抗福島県軟式野球大会に出場する只
見町チームが、練習に汗を流しています。過去５回の
大会はいずれも初戦で敗退。今年こそは、初戦突破と
チーム一丸となって練習に励んでいます。メンバーは
町内の野球チームから有志を募り、只見町出身選手３
名を加えた２７名で結成。只見町チームの初戦は９月９日
午前１１時半から、あづま球場（福島市）で二本松市と
対戦します。町民の皆さんの応援をよろしくお願いし
ます。

懐  　かしい顔ぶれ、笑顔、爽快な汗没  　後144年に遺徳を偲ぶ

今  　年こそは初戦突破を目指す県  　内の大学生が学習方法を指導

明和地区お盆野球大会河井継之助の墓参り

▲大学生の指導を受け勉強に集中する中学生

▲優勝トロフィーを手に喜びの大倉チーム

▲只見町チームのメンバー

▲河井継之助の墓前で手をあわせる住民の方

市町村対抗野球只見町チーム町内小・中学生夏休み勉強会

没後１４４年の命日にあたる８月１６日、塩沢の医王寺に
同地区の住民７名が集い、河井継之助の墓参りを行い
ました。代表の塩沢観光協会長岩渕正明さんは「例年
行なっている墓前祭はできなかったが、こうして墓参
りができて良かった。塩沢観光協会としては２０年以上
墓前祭をやっているので来年はぜひ行いたい」と力強
く話されました。昨年の墓前祭は豪雨災害の影響で中
止となりましたが、今年は１０月に催しが予定されてい
るとのことです。

只見町教育委員会が主催する町内の小・中学生を対
象とした夏休み勉強会が８月２０日から２４日の５日間、各
地区センターで開かれました。参加した児童生徒は、
夏休みの課題や特に勉強したい科目などについて、大
学生の指導を受けました。勉強を教えたのは、福島大
学といわき明星大学の教員を目指す学生１１名で、学習
指導のほか、ゲームやクイズを楽しんだり、学生皆さ
んの経験によるアドバイスも受けるなど、貴重な勉強
会となりました。
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
暑
い
夏
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
た
か
？
今
回
は
、
呼
吸
器
の
症
状
で
最
も

多
い
「
咳
」
に
つ
い
て
少
し
書
い
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

咳
に
は
、
期
間
で
分
け
た
「
急
性
咳
嗽
と
慢
性
咳

嗽
」、
痰
が
あ
る
か
な
い
か
で
「
湿
性
咳
嗽
と
乾
性

咳
嗽
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
、
３
週
間

以
上
続
く
遷
延
性
咳
嗽
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
代
表
的
な
の
が
、
感
冒
後
遷
延
性
咳
嗽
で
す
。

感
冒
症
状
は
治
ま
っ
た
の
に
、
咳
だ
け
が
残
っ
て
し

ま
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
多
く
の
方
が
ご

経
験
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
感
冒
後

遷
延
性
咳
嗽
は
、
自
然
経
過
で
だ
ん
だ
ん
お
さ
ま
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
中
に
は
肺
気
腫
や

気
管
支
ぜ
ん
そ
く
な
ど
を
基
盤
と
し
て
長
引
い
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
息
が
最
後
ま
で
す
え
な

い
、
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
、
ゼ
ー
ゼ
ー
な
ど
あ
る
と
き
は

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

次
は
、
２
ヵ
月
以
上
続
く
慢
性
咳
嗽
に
つ
い
て
で

す
「
咳
は
出
る
が
、ず
ー
っ
と
前
か
ら
だ
か
ら
」
と
、

あ
ま
り
気
に
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
２
ヵ
月
以
上
咳
が
続
く
場
合
は
、
肺

が
ん
、
結
核
、
喘
息
、
肺
気
腫
、
副
鼻
腔
炎
、
間
質

性
肺
炎
な
ど
精
密
検
査
や
治
療
が
必
要
な
病
気
が
隠

れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
長
引
く
咳
の
場

合
も
一
度
は
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
咳
に
は
い
ろ
い
ろ
原
因
疾
患
が
あ
り

ま
す
。
花
粉
、
湿
っ
た
木
造
家
屋
、
鳥
、
キ
ノ
コ
栽

培
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
や
空
調
が
誘
因
で
咳
が
出
る

疾
患
や
、
胃
酸
の
逆
流
が
原
因
と
な
る
場
合
、
鼻
・

副
鼻
腔
が
悪
く
て
咳
が
出
る
場
合
な
ど
で
す
。
咳
の

時
期
・
誘
因
、
痰
が
あ
る
の
か
ど
う
か
な
ど
教
え
て

く
だ
さ
い
。
あ
と
は
喫
煙
歴
が
と
て
も
重
要
で
す
。

咳
の
治
療
に
は
、
原
因
次
第
で
す
が
、
一
般
的
な

飲
み
薬
の
ほ
か
に
漢
方
薬
、
吸
入
薬
が
あ
り
ま
す
。

特
に
昔
な
か
っ
た
吸
入
薬
は
、
使
い
に
く
い
た
め
抵

抗
が
あ
る
、
あ
る
い
は
、
う
ま
く
吸
入
で
き
な
い
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
飲
み
薬
に
比

べ
て
全
身
へ
の
副
作
用
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
咳
の
原
因
疾
患
に
よ
っ
て
は
、
主
役
と
な
り
え

ま
す
。
た
と
え
ば
、
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
や
肺
気
腫
の

治
療
で
は
、
吸
入
薬
が
主
役
で
す
。
吸
い
方
が
わ
か

ら
な
い
と
き
や
不
安
が
あ
る
と
き
は
、
ご
遠
慮
な
く

私
た
ち
や
薬
局
等
に
お
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

以
上
、
咳
に
つ
い
て
で
し
た
。
何
か
ご
不
明
な
点

や
ご
心
配
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
朝
日
診
療
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

『
　
咳
に
つ
い
て
　
』

広
報
た
だ
み
診
療
所

８
月
は
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
イ

ベ
ン
ト
の
多
い
月
で
し
た
。
大
変
暑

い
日
が
続
き
ま
す
が
、
良
い
季
候
の

中
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
日
々
の
中
、
た
く
さ
ん
の
夏

祭
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
金
山
町
の
沼
沢
湖
の
祭
り
や
柳

津
・
須
賀
川
そ
れ
ぞ
れ
の
花
火
大
会

に
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の

イ
ベ
ン
ト
に
浴
衣
で
参
加
し
て
き
ま

し
た
。は
じ
め
て
の
浴
衣
で
し
た
が
、

そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
動
き
に
く
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

お
祭
り
の
時
に
出
て
い
る
屋
台
の

食
べ
物
も
大
好
き
で
す
。
只
見
の
マ

ト
ン
ケ
バ
ブ
は
こ
の
間
、
３
回
も
食

べ
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
マ
ト
ン
ケ
バ

ブ
が
一
番
で
す
。焼
き
そ
ば
を
食
べ
、

ラ
ム
ネ
も
飲
み
ま
し
た
。
ラ
ム
ネ
の

瓶
を
開
け
る
と
き
は
い
つ
も
ひ
ど
い

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
夏
に
は
じ
め
て
新
潟
の
海
に

行
く
予
定
で
す
。
長
い
間
ビ
ー
チ
に

行
く
機
会
を
失
っ
て
い
た
の
で
、
本

当
に
楽
し
み
で
す
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

に
住
ん
で
い
る
と
き
は
ビ
ー
チ
が
と

て
も
近
く
に
あ
り
、
私
が
子
ど
も
の

こ
ろ
、
夏
休
み
に
は
自
転
車
で
ビ
ー

チ
に
行
き
、
多
く
の
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
今
回
海
に
行
く
と
き

は
、
絶
対
に
「
雨
」
が
降
ら
な
い
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
英
語
弁
論
大
会
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
只
見
中
の
生
徒
に

は
一
生
懸
命
練
習
し
た
成
果
を
出
し

て
、
ベ
ス
ト
な
発
表
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。（訳

・
只
見
中
・
平
野
）

アンナ
先生の ライフインジャパン

ライフインジャパン

アンナ　　　　　ジョージ
■ Anna・George

・1987年生まれ。英国ノーフォー ク出身。
・2010年8月から只見町英語指導助手。
・小学校と中学校で語学の指導を行います。

Life in

JAPAN
Vol.20

朝
日
診
療
所

　

医
　
師
　
中
曽
根
　
悦
子
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明
ら
か
に
さ
れ
、
自
然
首
都
・
只
見

が
ま
す
ま
す
評
価
さ
れ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。
今
月
号
か
ら
、
調
査
に

あ
た
っ
て
い
る
研
究
者
か
ら
共
有
林

に
つ
い
て
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。世

界
遺
産
級
の
森
林
を

支
え
て
き
た
多
様
な
ル
ー
ル

２
０
０
９
年
、
私
は
森
林
総
合
研

究
所
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
前
述

の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
お
手
伝
い

を
す
る
こ
と
に
な
り
、
は
じ
め
て
只

見
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
只
見
町
に
は

ブ
ナ
を
中
心
と
す
る
世
界
遺
産
級
の

貴
重
な
森
林
生
態
系
が
残
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
生
態
系
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

経
済
的
・
文
化
的
な
価
値
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
こ
と
は

広
報
た
だ
み
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
で
も

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
只

見
地
域
の
貴
重
な
生
態
系
は
た
だ
単

に
残
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。人
々

に
利
用
さ
れ
つ
つ
、
そ
の
利
用
に
一

定
の
ル
ー
ル
が
課
さ
れ
た
か
ら
、残
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

最
初
に
只
見
町
を
訪
れ
た
と
き
、

す
ぐ
隣
の
集
落
（
＝
行
政
区
）
に
行

く
と
、
共
有
林
に
関
し
て
ず
い
ぶ
ん

異
な
る
ル
ー
ル
が
採
用
さ
れ
て
い

る
、
と
い
う
事
実
に
私
は
強
く
興
味

を
惹
か
れ
ま
し
た
。
あ
る
集
落
で
は

部
外
者
は
入
山
料
を
払
え
ば
す
べ
て

の
共
有
林
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
一

方
別
の
集
落
で
は
き
び
し
い
入
山
禁

止
措
置
を
と
っ
て
い
て
部
外
者
が
共

有
林
に
入
る
こ
と
は
一
切
許
さ
れ
な

い
と
い
っ
た
違
い
で
す
。
そ
う
し
た

ル
ー
ル
に
は
明
文
化
さ
れ
て
い
る
も

の
も
、暗
黙
の
ル
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

何
度
も
訪
れ
る
う
ち
に
、
共
有
林

の
利
用
や
管
理
に
関
し
て
、
集
落
に

よ
っ
て
、
地
形
・
生
態
・
歴
史
に
あ

わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
が
存
在

す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

生
態
系
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
管
理

す
る
ル
ー
ル
も
多
様
だ
っ
た
の
で

す
。
こ
う
し
た
多
様
な
ル
ー
ル
が
な

ぜ
生
ま
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
現
在
の
研
究
関
心
で
す
。
こ

れ
ま
で
に
布
沢
・
坂
田
・
塩
ノ
岐
・

黒
谷
・
小
川
・
楢
戸
・
只
見
・
叶
津
・

蒲
生
・
塩
沢
な
ど
の
各
集
落
で
、
区

長
さ
ん
や
共
用
林
野
組
合
長
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
、
必
要
な
場
合
に
は
区

長
さ
ん
や
個
人
の
お
宅
に
保
存
し
て

あ
る
貴
重
な
資
料
を
拝
見
・
撮
影
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

共
有
林
管
理
に
つ
い
て
、
只
見
町

で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
様
な
ル
ー

ル
が
存
在
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
十
分
な
答

え
を
得
る
に
は
今
後
の
調
査
結
果
を

待
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
の

仮
説
は
こ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
集
落

の
こ
と
は
集
落
が
自
主
的
に
決
め

る
、
言
い
換
え
れ
ば
集
落
の
自
治
と

で
も
言
え
る
慣
習
あ
る
い
は
制
度
が

只
見
町
で
は
今
も
生
き
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
集
落
ご
と
に
多
様
な
ル
ー
ル

が
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
ほ
か
の
集
落
の
や
り
方

を
参
考
に
し
た
り
、
町
や
県
な
ど
の

行
政
の
意
見
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に
は
自
分
た

ち
の
共
有
林
な
の
だ
か
ら
、
自
分
た

ち
で
決
め
ま
す
。
そ
う
し
た
集
落
の

自
治
あ
る
い
は
自
立
性
が
多
様
な
ル

ー
ル
と
そ
の
帰
結
と
し
て
の
貴
重
な

森
林
生
態
系
を
支
え
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
私
た
ち
の
研
究
関
心
の

背
景
に
は
、「
コ
モ
ン
ズ
」
の
研
究

が
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
年
惜
し
く
も
亡
く

な
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
者
エ

リ
ノ
ア
・
オ
ス
ト
ロ
ム
氏
は
、
コ
モ

ン
ズ
が
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
業
績
が
評
価
さ

れ
、
２
０
０
９
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経
済

学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
コ
モ
ン
ズ

と
は
共
有
資
源
の
こ
と
で
、
具
体
的

に
は
漁
場
や
共
同
牧
草
地
、
共
有
林

な
ど
の
資
源
を
指
し
ま
す
。
詳
し
く

は
次
号
以
降
で
ご
紹
介
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
日
本
の
共
有
林
は
世

界
の
研
究
者
か
ら
関
心
を
集
め
て
い

る
の
で
す
。　
　
　
　
　

と
っ
て
お
き
の
話

218

森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所

　
　
林
　
　
雅
　
秀

只見学

共有林への入山ルールを示す横断幕

共
有
林
は
ム
ラ
の
財
産
〜
只
見
町
の
共
有
林
に
学
ぶ
〜
①

▼
森
林
総
合
研
究
所
は
、
農
林

水
産
省
所
管
の
独
立
行
政
法
人

で
す
。
森
林
や
林
業
に
つ
い
て

試
験
、
研
究
等
を
行
い
、
森
林

の
多
様
な
恵
み
を
生
か
し
た
循

環
型
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
以
前
「
里
山
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
に
資
す
る
森
林
生
態
系

サ
ー
ビ
ス
の
総
合
評
価
手
法
に

関
す
る
研
究
」
と
い
う
調
査
が

只
見
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
今
回
、「
共
有
林
を
管
理
す

る
た
め
の
〝
自
主
的
ル
ー
ル
〟

の
形
成
」（
平
成
23
年
度
）、
そ

し
て
「
開
か
れ
た
コ
モ
ン
ズ
へ

の
移
行
に
関
す
る
多
面
的
・
体

系
的
ア
プ
ロ
ー
チ
：
共
有
林
を

事
例
と
し
て
」（
平
成
24
～
26

年
度
）
と
い
う
新
た
な
研
究
テ

ー
マ
で
只
見
町
が
調
査
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
同
研
究
所
の

ほ
か
、
東
京
大
学
・
東
北
大
学
・

岩
手
県
立
大
学
・
立
教
大
学
の

研
究
者
も
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。

▼
こ
の
よ
う
な
調
査
を
通
じ

て
、
町
の
自
然
や
社
会
慣
行
が
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会	
七
月
詠
草

大
塚
栄
一
　
指
導

只
見
俳
句
会	

八
月
例
会

目
黒
十
一
　
指
導

笑
　
羊

朝
飯
前
露
に
ま
み
れ
て
野
良
に
お
り

日
の
か
げ
り
青
虫
枝
に
息
を
吐
く康

　
女

測
量
士
赤
き
杭
打
つ
青
田
風

あ
じ
さ
い
の
青
一
入
の
雨
上
り

リ
ウ
コ

幼
ら
に
残
し
た
き
こ
と
雲
の
峰

草
刈
や
野
に
在
る
菖
蒲
大
株
に

都

声
上
げ
て
亡
き
兄
を
呼
ぶ
青
田
風

茄
子
苗
を
植
う
る
夕
日
に
照
ら
さ
れ
て

一
　
穂

板
の
間
の
足
裏
に
付
く
梅
雨
の
夕

一
斉
に
エ
ン
ジ
ン
音
や
夏
草
刈

敦
　
子

被
災
せ
し
家
も
新
に
盆
用
意

風
欲
し
き
風
船
葛
軒
下
に

礼

流
水
式
発
電
機
成
る
日
の
盛

一
っ
時
の
朝
の
畑
や
涼
新
た

修
　
一

初
茄
子
を
二
つ
供
え
て
父
偲
ぶ

村む
ら
な
か中
に
慣
れ
ぬ
声
聞
き
盆
支
度

一
　
灯

か
な
か
な
や
三
日
の
生
命
懸
命
に

生
き
残
る
蟻
も
瓦
礫
の
中
探
す

又
壱
歩

く
り
返
し
日
付
取
り
出
す
夕
端
居

昼
寝
覚
め
出
さ
れ
し
水
の
旨
き
こ
と

邦
　
男

開
設
の
老
人
ホ
ー
ム
や
草
茂
る

送
電
の
鉄
塔
補
修
や
雲
の
峰

恒
　
夫

蟇
農
継
ぐ
話
に
加
わ
り
ぬ

亡
き
人
に
問
う
こ
と
ば
か
り
盆
用
意

吉
　
児

宵
闇
を
ほ
の
か
に
揺
す
る
盆
灯
籠

地
に
座
し
て
媼
一
人
居
門
火
焚
く隆

　
堂

濁
流
に
日
の
照
り
返
し
栗
の
花

鎮
も
れ
る
神
社
や
咲
け
る
合
歓
の
花

邦
　
夫

秋
め
く
を
近
ご
ろ
気
づ
く
蔵
の
影

ハ
イ
ヒ
ー
ル
音
こ
つ
こ
つ
と
白
日
傘

小
倉
キ
ミ
子

草
刈
り
の
す
み
た
る
畦
に
一
本
の
細
き
あ
ざ
み
は
爽
や
か
に
立
つ

古
川
　
英
子

漸
く
に
人
工
透
析
に
慣
れ
し
夫
か
帰
り
し
声
に
力
こ
も
れ
り

馬
場
　
八
智

目
ま
ぐ
る
し
く
変
る
政
策
に
関
心
の
薄
れ
て
今
日
も
畑
の
草
取
る

関
谷
登
美
子

中
学
の
思
ひ
出
深
き
恩
師
逝
き
墓
に
詣
で
む
と
友
と
連
立
つ

渡
部
ゆ
き
子

新
緑
の
山
辺
彩
る
栗
の
花
し
る
き
匂
ひ
は
風
に
乗
り
来
る

五
十
嵐
夏
美

月
例
の
詠
草
の
端
に
連
絡
や
み
つ
を
な
ど
の
詩
を
書
き
添
へ
く
る
る

目
黒
　
富
子

孫
ら
遊
ぶ
姿
を
視
野
に
入
れ
て
わ
が
急
ぎ
夕
餉
の
茎
立
ち
を
摘
む

渡
部
ヨ
リ
子

毎
日
の
暑
さ
続
け
ば
花
も
野
菜
も
萎
れ
き
て
雨
の
降
り
く
る
を
待
つ

新
国
　
洋
子

リ
ハ
ビ
リ
と
言
ひ
一
輪
車
押
し
て
ゆ
く
退
院
の
夫
の
足
の
ふ
ら
つ
く

（
　
出
　
詠
　
順
　
）

ひ
き
が
え
る
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今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
ation

電話番号
総務企画課
　総　務　班　　　☎ 82 ｜ 5050
　　　　　　　　　☎ 82 ｜ 5210
　企　画　班　　　☎ 82 ｜ 5220
町民生活課
　税　務　班　　　☎ 82 ｜ 5110
　町　民　班　　　☎ 82 ｜ 5100
保健福祉課
　保　健　班　　　☎ 84 ｜ 7005
　福　祉　班　　　☎ 84 ｜ 7010
産業振興課
　農　林　班　　　☎ 82 ｜ 5230
　交流推進班　　　☎ 82 ｜ 5240
環境整備課
　地域整備班　　　☎ 82 ｜ 5270
　生活環境班　　　☎ 82 ｜ 5280
会　計　室　　　　☎ 82 ｜ 5120
議会事務局　　　　☎ 82 ｜ 5300
農業委員会　　　　☎ 82 ｜ 5230
教育委員会　　　　☎ 82 ｜ 5320
学校給食センター　☎ 84 ｜ 7180
只見保育所　　　　☎ 82 ｜ 2219
朝日保育所　　　　☎ 84 ｜ 2038
明和保育所　　　　☎ 86 ｜ 2249
朝日診療所　　　　☎ 84 ｜ 2221
　　（歯科）　　　　☎ 84 ｜ 2612
訪問看護ステーション
　　　　　　　　　☎ 84 ｜ 2130
こぶし苑　　　　　☎ 84 ｜ 2101
保健福祉センター　☎ 84 ｜ 7005
只見地区センター　☎ 82 ｜ 2141
朝日地区センター　☎ 84 ｜ 2111
明和地区センター　☎ 86 ｜ 2111

今
月
の
納
期

税●
国
民
健
康
保
険
税（
３
期
）

●
水
道
使
用
料（
２
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
９
月
分
）

●
介
護
保
険
料（
３
期
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
２
期
）

9
月
25
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老

人
保
健
施
設
等
を
運
営
す
る
社
会
福

祉
法
人
南
会
津
会
で
は
、
次
に
よ
り

職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
行
い
ま

す
。

●
採
用
予
定
職
種及

び
採
用
予
定
人
員

◎
看
護
職
員　

若
干
名

◎
介
護
職
員　

若
干
名

●
採
用
予
定
年
月
日

平
成
25
年
４
月
１
日

●
受
験
資
格

年
齢
・
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

次
の
各
項
目
に
該
当
す
る
こ
と
を
必

要
と
し
ま
す
。

①
南
会
津
郡
内
に
住
所
を
有
し
、
又

は
採
用
後
南
会
津
郡
内
に
居
住
す

る
こ
と
が
確
実
な
者

②
普
通
自
動
車
一
種
免
許
取
得
者
又

は
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
者

③
次
の
資
格
を
有
す
る
者

ア
、
看
護
職
員
は
、
保
健
師
助
産

師
看
護
師
法
に
定
め
る
看
護
師

免
許
の
取
得
者
（
看
護
師
養
成

施
設
を
平
成
25
年
３
月
ま
で
に

卒
業
す
る
資
格
取
得
見
込
者
を

含
む
。）

イ
、
介
護
職
員
は
、
介
護
福
祉
士

（
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
を
平

成
25
年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る

資
格
取
得
見
込
者
を
含
む
。）、

又
は
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
支

援
専
門
員
、
看
護
師
の
い
ず
れ

か
の
資
格
取
得
者

※
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ

ん
。

①
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

●
試
験
の
方
法

①
第
一
次
試
験

ア
、
一
般
教
養
試
験
（
高
等
学
校

卒
業
程
度
）

②
第
二
次
試
験
（
第
一
次
試
験
合
格

者
の
み
）

ア
、
作
文
試
験

イ
、
面
接
試
験

●
試
験
の
日
時
及
び
場
所

①
第
一
次
試
験

ア
、
日
時　

平
成
24
年
10
月
21
日

（
日
）
午
前
10
時
30
分
（
受
付

は
10
時
か
ら
）

イ
、
場
所　

南
会
津
町
田
島
あ
た

ご
館（
旧
田
島
町
中
央
公
民
館
）

３
階　

研
修
室

　
（
南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字

後
原
甲
３
５
８
６
―
１
）

☎
０
２
４
１
―
６
３
―
３
９
２
７

②
第
二
次
試
験
（
第
一
次
試
験
合
格

者
の
み
）

ア
、
期
日　

平
成
24
年
11
月
25
日

（
日
）

イ
、
場
所　

南
会
津
町
田
島
あ
た

ご
館（
旧
田
島
町
中
央
公
民
館
）

３
階　

研
修
室

●
試
験
結
果
の
発
表

第
一
次
試
験
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
11
月
上
旬
に
本
人
に
通
知
し
ま

す
。

●
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間
等

①
申
込
用
紙
の
交
付
及
び
請
求

申
込
用
紙
は
、
当
法
人
の
施
設

等
で
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
郵
便

に
よ
り
申
込
用
紙
を
請
求
す
る
場

合
は
、
封
筒
の
表
に
「
試
験
申
込

用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
返
信

用
の
１
２
０
円
切
手
を
同
封
し
、

返
信
先
の
住
所
等
を
明
記
の
う

え
、
社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会
本

部
事
務
局
に
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

②
申
込
用
紙
の
提
出

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
最
近
６
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し

た
本
人
の
写
真
（
上
半
身
、脱
帽
、

正
面
向
、
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）
を

写
真
欄
に
貼
っ
て
、
社
会
福
祉
法

人
南
会
津
会
本
部
事
務
局
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
田
島
ホ
ー
ム

内
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
免
許
証
等
（
写
し
）
の
添
付

受
験
資
格
を
確
認
す
る
た
め
、

受
験
申
込
用
紙
に
資
格
を
証
す
る

免
許
証
等
の
写
し
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
介
護
福
祉
士
養

成
施
設
卒
業
見
込
者
は
、
養
成
施

設
の
長
が
証
明
す
る
卒
業
見
込
証

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

④
申
込
受
付
期
間

受
付
期
間
は
、
平
成
24
年
９
月

10
日
（
月
）
か
ら
平
成
24
年
10
月

５
日
（
金
）
ま
で
で
す
。（
執
務

時
間
中
に
限
り
ま
す
）
な
お
、
郵

便
に
よ
る
申
込
用
紙
提
出
は
、
平

成
24
年
10
月
３
日
（
水
）
ま
で
の

消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

こ
の
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
次
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。社

会
福
祉
法
人
南
会
津
会
本
部

事
務
局
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

田
島
ホ
ー
ム
内
）

南
会
津
町
永
田
字
風
下
３
―
１

☎
０
２
４
１
―
６
３
―
１
１
１
８

南
会
津
会
職
員

採
用
候
補
者
試
験
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１日	朝日財産区委員辞令交付式
２日	災害派遣職員辞令交付式、全会津消防

連絡協議会懇談会
３日	Ｒ289号フルコース踏破出発式
４日	酒井トメさん百歳賀寿贈呈式、Ｒ289号

フルコース踏破出迎え
６日	奥会津5町村活性化協議会役員会
７日	只見町議会8月会議、県優良納税組合感

謝状伝達式、須佐信夫氏叙勲伝達式、
８日	国道289号建設期成同盟会県内要望、県

庁企画調整部長打合せ
９日	南会津地方老人クラブ大会、南会津地

方広域圏組合管理者会、南会津地方環
境衛生組合第2回管理者会

10日	全会津商工観光推進大会、両沼地方・
只見川電源流域町村長情報交歓会

15日	成人式
18日	須佐信夫氏叙勲祝賀会
20日	ユネスコエコパーク申請案答申
21日	第１１回福祉の里盆踊り大会
22日	只見・金山・昭和県道改良促進期成同

盟会役員会、総会
23日	南会津地方広域市町村圏組合第２回定例

会、南会津地方広域圏組合議会全員協
議会、防衛白書説明会

24日	南会津地方環境衛生組合定例会
27日	町長予算査定
28日	教育委員懇談会
30日	会津総合開発協議会顧問国会議員への

要望会・懇親会（～３１日）

町 長 室 日 誌
〈　8　月　分　〉

実施日 献血時間 献 血 場 所
事業所名 所在地

9月27日
（木）

10:30〜12:30 （株）会津工場 二軒在家字上タモ721番地－1

14:00〜16:00 只見町役場本庁舎 只見字雨堤1039番地

16:10〜17:30 只見高等学校 只見字根岸2358番地

9月28日
（金）

  8:30〜10:30 電源開発（株）
田子倉電力所 只見字新屋敷1604番地

11:00〜13:30 保健福祉センター 長浜字久保田31番地

15:00〜17:00 ティーエヌアイ工業（株）
会津工場 楢戸字椿59番地－1

【問い合わせ】保健福祉課保健班　☎0241－84－7005

次により献血を行います。
皆様のご協力をお願いします。

町
内
の
各
小
・
中
学
校
で
は
、

６
月
末
か
ら
１
学
期
末
に
か
け

て
、
全
校
児
童
生
徒
を
対
象
に
防

災
教
育
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
授

業
は
、
昨
年
７
月
に
発
生
し
た
豪

雨
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
そ
の
教
訓
を
生
か
し
、

い
ざ
と
い
う
時
の
対
処
の
仕
方
や

避
難
方
法
な
ど
を
再
確
認
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、

今
後
も
続
け
て
行
い
、
児
童
生
徒

の
防
災
意
識
を
高
め
、
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
活
動
に
学
校
教
育
の

分
野
で
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

災
害
か
ら
身
を
守
る
知
識
を
養
う

町
内
小
・
中
学
校

防
災
教
育

第65回県総体県民スポーツ大会
南会津郡大会　壮年ソフトボール競技　結果
と　き：８月19日／ところ：びわのかげ運動公園（南会津町）

成　績 チ ー ム 名
優　勝 南　郷（南会津町南郷）
準優勝 只　見（只見町）

第３位
田部原（南会津町田島）
檜枝岐（檜枝岐村）

○新規採用町職員（８月１日付）

　産業振興課　農林班　市
いちかわ

川　暁
さとる
（派遣職員）

※市川さんは豪雨災害に伴う復旧作業の応援職員で北海道
　後志総合振興局産業振興部林務課から派遣されました。

○退職町職員（７月31日付）

　産業振興課　農林班　岩上　孝一（派遣職員）
※岩上さんには豪雨災害に伴う復旧作業の応援職員として４月から４ヵ月
　間お世話になりました。ありがとうございました。

町職員の新規採用・退職
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人のうごき

あ
と
が
き

町民の消息

★コレキヨの恋文
三橋貴明／著　（小学館）
笑って泣いて経済もわかる傑作小説誕生！

混迷の日本。現在と驚くほど似ていた時代が
あった。リーマンショック、ユーロ危機ＶＳウォ
ール街大暴落。デフレ円高不況ＶＳ昭和大恐
慌。東日本大震災ＶＳ関東大震災。そして頻繁
に失脚する総理大臣…そんな昭和初期に７度
の大蔵大臣と首相として日本を世界恐慌から
脱出させたのが、希代の財政家・高橋是清だっ
た。不況が続く２０１Ｘ年、大混乱を経て初 し々
い女性宰相が誕生した。官邸での就任パーテ

ィ。増税・緊縮財政路線の財務省と成長路線の補佐官との板挟みに
疲れた霧島さくら子首相は官邸の庭に出ると桜の下で髭を蓄えた和装
の老人に会う。二人はお互いを知らぬまま政治、経済状況を語り合う
のだが、不思議と平仄が合う。さくら子は老人の確信に満ちた話に感
銘を受け、それをヒントに、財務省の筋書きとは違う大胆な経済成長
策を打ち出す。果たしてそれが奏功し、日本はデフレ不況から脱する
ことができるのか。何度かの邂逅で、さくら子は、老人はもしや高橋
是清翁では、と思い始める。ということは…老人は２月２６日に大変な不
幸に巻き込まれてしまうのではないか！どうする、さくら子！笑って泣い
て、日本と世界の経済の仕組みがストンとわかる傑作小説誕生！

★極北
マーセル・セロー／著（中央公論新社）
文明の残骸、絶望と飢餓…極寒の地で
命をつなぎ、最果ての迷宮に足を踏み入
れた私は…英国新鋭の壮大にして異色の
長篇小説。

★こびと大百科
なばたとしたか／著　（長崎出版）
「こびと」を見るための「観察ガイドブック」
です。こびとの観察方法、生態、捕獲の仕
方などをイラストと写真で解説。「こびとづ
かん」・「みんなのこびと」に登場したこびと
を含め、大幅に増量の20種類のコビトにつ
いて詳細に記載。この本を片手に探せば、
きっとこびとが見つかります。

★図書室に関するご要望や、　購入図書のご希望など、
お気軽にお寄せください。

町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
昨
年
は
豪
雨
災
害
に
よ
り
中
止
と

な
っ
た
「
只
見
駅
前
通
り
ウ
キ
ウ
キ
わ

い
わ
い
フ
ェ
ス
タ
」
が
今
年
は
９
月
２

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
豪
雨
以
降
は
明

る
い
話
題
も
少
な
か
っ
た
只
見
町
で
し

た
が
、
お
昼
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の

方
々
が
詰
め
か
け
、に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

夕
方
に
は
復
興
祈
願
み
こ
し
が
繰
り
出

し
、
夜
は
豊
年
踊
り
と
仮
装
大
会
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
元
気
な
笑
顔
と
笑
い
声

が
一
日
中
会
場
内
に
響
い
て
い
ま
し

た
。
▽
復
興
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
見

ら
れ
た
元
気
な
町
民
の
皆
さ
ん
の
姿

に
、
必
ず
復
興
の
と
き
は
訪
れ
る
と
確

信
い
た
し
ま
し
た
。

平成24年8月1日現在

人　口　　  ４，７８５（－３）
　男　　  　２，３００（－６）
　女　　  　２，４８５（＋３）
世帯数　  　１，８４２（－２）

高齢化率　　４１．３％　　   　
※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。

……………………………………………………………
転入　11　転出　11　出生　４　死亡　７

地区センター長
馬場　博美

只見地区センター
図書室☎ 82 ｰ 2141

（８月１日〜８月３１日届出分 ･ 敬称略）

■おくやみ申し上げます

齋　藤　チヒロ	 83歳	 亀 岡

馬　場　ハルミ	 95歳	 蒲 生

吉　津　ミユキ	 85歳	 黒 谷

大　竹　寅　喜	 86歳	 長 浜

梁　取　ス　ヱ	 96歳	 小 林

五十嵐　ヨシイ	1 00歳	 長 浜

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
届出のときにその旨をお伝えください。
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す

トチノキの花序（写真1）

只見川電源流域振興協議会
TEL 0241-48-5525
FAX 0241-48-5575
URL http://www.okuaizu.net

トチノキ
（学名：Aesculus turbinate ）

［トチノキ科　トチノキ属］

トチノキは、大きなもので樹高が２０～３０メート

ル、直径が２メートルに達し、日本の冷温帯を代表

する樹木の一つです。また、人間との関わり合いが

深い樹木です。

花期は５月から６月で、枝先に円すい状の花序が

直立して咲きます（写真１）。この花からは、甘味が強く、独特

な香りのする蜂蜜が取れます。

９月には果実が熟し（写真２）、直径約３センチの種子（トチ

の実）が地面に落下します。人は、この種子を拾い、アクを抜き、

粉に挽いて、米粉やそば粉と混ぜ合わせ、とち餅や煎餅、団子

などにします。只見町では、かつては救荒食として利用されまし

たが、今では嗜好品として賞味するようになっています。

木材は、独特の杢目の美しさから、家具や木工品に使われます。

企画展示 ○只見の川と水辺の生き物たち
　只見の川にすむ魚類と両生類を中心にパネルなどで展示紹介します。
　期　間：７月２８日（土）～９月２３日（日）
　場　所：ただみ・ブナと川のミュージアム

トチノキの果実（写真2）

℡0241(72)8355


